


19

○ 具体的に学び方を身に付け、家庭学習も含めた望ましい学習習慣を確立するため
に、継続して家庭との連携を図る。

○ 授業改善に結び付くよう、個人カルテを焦点化し、
日常的な活用を促す。

○ 第１学年で、学力調査（ＣＲＴ学力検査）を実施し、
知能検査との相関等、３年間の基準となる基礎資料を
明らかにする。

○ すべての学年で「自己向上支援検査（ＳＥＴ 」を実施し、ＣＲＴとの相関関係か）
ら学習意欲にかかわる生徒一人一人の課題を把握する。

・毎日の読書により、読解力を養う （読む力はすべての基本的能力）。
・朝読書をすることにより、落ち着いた環境・気持ちで一日をスタートさせる。
・読書をとおして「豊かな心」を育てる。
・生徒とのコミュニケーションづくりに役立てる。

・みんなで行う。
（生徒と教師全員が、同じ時間に同じ条件で取り組む ）。
・毎日行う。
（一日１０分でも、毎日行うことにより、生徒の読む力を育てる ）。
・好きな本を読む。
（読む本を生徒自身が選ぶことにより、自己の発見や主体性の育成につながる ）。
・ただ読むだけ。
（感想文や記録を求めない。本を読む楽しい思いや充実感を大切にする ）。

・月曜日～金曜日 ８：１５～８：２５（１０分間）
・生徒は、読みたい本を自分で用意し、学級の自分の席で黙読する。

・学年ごとに、朝読書担当者を置く。
・学年担当者と文化部（図書担当）との連携を図る

毎日、朝の短い時間を活
用して行う学習活動と、継
続して取り組む学習活動の
役割を明確にし、バランス
よく指導計画を立てます。

学級全体で取り組むこと
により、生徒の間に一体感
が生まれ、学ぶことの意義
や楽しさを全員で実感する
ようになります。
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１．個に応じた課題を準備し、家庭学習において取り組むポイント

等についてアドバイスする。

２．翌日、教師が課題を集め、採点を行い生徒に返却する。新たな

課題や再度取り組む課題を決める。

３．学習の進め方や問題の解決の仕方について、適宜、相談の機会

を設け、ガイダンスを行う。

４．保護者に、家庭学習ガイダンスについて説明し、家庭学習の充

実について理解と協力を得る。

【事例３～学習内容の定着を図り、家庭学習の習慣化を促す学習ガイダンスを行います。】

「家庭学習ガイダンス」の取組

実践提案
＜提言２から＞

◆◆ 取組の特徴 ◆◆
本実践は、個に応じた学習を展開し、生徒一人一人が自らの学習状況や理解の程
度を把握し、主体的に学習を進めることができるよう工夫しています。また、家庭
に、学習の進め方等について紹介し、保護者の理解を求め、生徒が自信をもって学
習に取り組むことができる工夫をしています。

■授業以外の学習の機会や時間を確保する■

十勝管内幕別町立札内中学校（中規模）

１．ねらい □ 既習の学習内容や学習方法について個別にアドバイスを与え、
学習内容の定着を図るとともに、家庭においても継続して主体的
に学習に取り組む態度を育成し、家庭学習の習慣化を図る。

２．内 容 □ 全ての生徒を対象に、基礎的な力を身に付けたり、より進んだ
問題に挑戦したりすることができるよう、個別の学習目標と学習
計画を立て、主体的に学習を進めるための支援を行います。
○ 小学校の算数の学習（特に計算や小数、分数）
○ 中学校の数学の学習

３．方 法

ミニテスト 四則－３
① ９２＋１８×６＝

② １００－１４×７＝

③ ２４＋７２÷９＝

④ ６

⑤ ７

⑥ ４

⑦ ９

⑧ ５

ミニテスト 文章問題－７
① １月は３１日まであります。これ
は、何週間と何日ですか。

式

答
② クッキーが38個あります。1袋に
５個ずつ入れると、何袋できて、何
個あまりますか。

式

仕上げの問題Ａ

① １００から２００までの整数の中で、４
でわると２あまり、７で割ると５あまる整
数すべてを求めましょう。
式

答

ℓ② 毎分５ の割合で、水のわき出る井
ℓ戸があります、今、毎分２５ くみ上げる

ポンプを使って水をくみ出すと１０分で
ℓ水がなくなります。毎分３０ くみ上げる

ポンプを使うと、何分で水がなくなりま
すか。
式

答

保護者 各位
家庭学習ガイダンスのご案内

学校では、全ての生徒に確かな学力を身に
付けるために、授業の工夫改善に努力しており
ますが、確かな学力を身に付けさせるためには、
授業と家庭学習の両方の充実が欠かせませ
ん。
本校では、家庭学習の習慣を確立するととも
に、算数・数学の基礎を習得させるために、希
望者を対象に「家庭学習ガイダンス」を次のよう
に開催いたします。ぜひ、御活用ください。

記
１ ねらい 学習内容の定着及び家庭学習

の習慣の確立を図る。
２ 日 時 月～金の放課後

部活動開始前20～３０分
３ 場 所 会議室
４ 内 容 学習の進め方、学習方法につ

いての相談 など

※保護者の理解を求めます。
※ 生徒が自ら
の学習状況に
応じて選択し
て学習に取り
組めるよう、
個に応じた課
題を準備しま
す。
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テストで間違えたところは、ちょうど授業の復習に関係のある内容だったので、自分で
調べて勉強しました。
また、毎日、計算練習を集中的に行ってきたので、問題を短い時間のうちに解くことが

できるようになってきて、勉強に自信がつきました。
これからも計画的に勉強します。

① 毎日やりましょう （特別な事情 旅行や体調が悪いときなど がある。
場合は除く ）。

② ノートの上に日付、開始時刻、終了時刻を書きましょう。
、 。③ 左のメニューから一つ以上 右のメニューから一つ以上選びましょう

④ 「今日の学習について」の欄に、
・今日、学習した内容
・学習を終えての感想などを書きましょう。

⑤ 学習が終わったら、家の人に見てもらいましょう。
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基礎・基本を確実に習得する
～新たに分かったことや使うことができるようになった知識・技能を剥落しないよう
確実に身に付けさせる～

○ 国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたりしているかどうかの違
いから見ると、当てはまると回答した児童生徒の方が平均正答率が高い傾向が見られる。例えば、
小学校においては、当てはまると回答した児童と、当てはまらないと回答した児童の平均正答率が
すべての教科において１５ポイント以上の差があるなどの違いが見られる。

◎ 目的に応じて資料を読んだり、自分の考えを表す学習活動を行うなど、学習状況に応じた指導の
工夫を図る必要がある。

○ 児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりするような発問や指導をよく行ってい
る学校は、全く行っていない学校に比べて平均正答率が高い傾向が見られる。例えば、小学校で
は算数のＡ問題（知識）で、中学校では数学のＡ問題とＢ問題（活用）に差が表れている。

◎ 学ぶ楽しさや考える大切さなどを実感できる発問や学習活動の工夫を図る必要がある。




